
「救急の日」は、救急業務や救急医療に対して市民の皆さんの理

解と認識を深めていただくとともに、救急医療関係者の意識の高揚

を図ることを目的に昭和57年に定められました。 

この機会に救急業務や救急医療の現状などを理解していただき、

救急車や病院の適正な利用について考え、さらには応急手当ての必

要性について考えてみましょう。 



左
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
5
年
の
救
急
出
動
件
数
で
す
。
ま
た
、
そ
の
下
に
あ
る
グ
ラ
フ

は
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
方
の
病
気
や
ケ
ガ
の
程
度
別
の
人
数
を
現
し
て
い
ま
す
。
救
急
出

動
件
数
の
増
加
は
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
救
急
車
を
安
易
に
呼

ぶ
事
例
（
明
ら
か
に
軽
症
で
あ
る
場
合
の
利
用
や
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
の
利
用
な
ど
）
が
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
 

安
易
な
救
急
車
利
用
に
よ
り
、
本
当
に
必
要
と
す
る
傷
病
者
（
重
篤
な
ケ
ガ
や
病
気
）

の
元
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
1
分
1
秒
を
争
う
「
助
か
る
は
ず
の
命
」
を
救
え
な

く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

重症・・・　3　週間以上の入院加療を必要とするもの 
中等症・・入院を必要とするもので重症に至らないもの 
軽症・・・入院を必要としないもの 



救
急
診
療
は
土
岐
医
師
会
と
し
て
、
土
岐
市
と
瑞
浪
市
の
医
療
機
関
が
協
力
し
、
夜
間
・
休
日
な
ど

の
一
次
、
二
次
当
番
病
院
が
対
応
し
て
い
ま
す
。
当
番
病
院
は
、
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
. 

toki.gifu.m
ed.or.jp/

）か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
 

な
お
当
院
で
は
、
東
濃
厚
生
病
院
（
瑞
浪
市
）
と
交
代
で
二
次
救
急
を
担
当
し
て
お
り
、
毎
週
月
、

水
、
木
と
第
2
・
4
土
日
に
救
急
車
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
県
立
多
治
見
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
三
次
救
急
で
二
次
救
急
病
院

か
ら
の
転
院
や
ひ
ど
い
事
故
・
や
け
ど
・
重
症
な
ど
の
患
者
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

当
直
医
師
3
人
、
看
護
師

4
人
で
救
急
診
療
を
行
い
、

検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
お

よ
び
薬
剤
師
な
ど
も
当
直
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
科
、

脳
神
経
外
科
、
循
環
器
科
、

消
化
器
科
お
よ
び
小
児
科
な

ど
の
専
門
医
師
は
、
待
機
体

制
と
な
っ
て
お
り
、
当
直
医

師
の
判
断
で
い
つ
で
も
呼
び

出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
し

か
し
、
二
次
救
急
で
対
応
で

き
な
い
場
合
は
、
三
次
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
院

前
に
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
　
○55 
2
1
1
1
）

看
護
師
あ
る
い
は
医
師
が
対

応
し
ま
す
。
 

土岐市立総合病院の脳神経外科部長兼
救急診療科部長の熊谷守雄先生にお話を
伺いました。 



県
で
は
、
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（http://w

w
w
.qq.pref.gifu.lg.jp/qqscripts/qq/qq21.asp

）
に
お
い

て
、
当
日
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
紹
介
や
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

当
院
の
受
付
時
間
は
、
午
前

11
時
30
分
ま
で
で
す
。
そ
れ
以

降
も
受
診
は
可
能
で
す
が
、
救

急
外
来
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

午
後
に
な
る
と
各
専
門
医
師
は

入
院
患
者
の
処
置
、
検
査
、
手

術
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
各
専

門
医
に
連
絡
し
て
診
察
、
処
置

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
専
門
医

師
が
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
受
付
時
間
内
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
土
岐
市
立
総
合

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:// 

w
w
w
.city.toki.lg.jp/w

core
/hp/m

enu000003600/hpg
000003526.htm

）「
救
急
診

療
科
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 



応
急
手
当
て
の
重
要
性
は
、
急
病
や
ケ
ガ
に
よ
り
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間（
全
国
平
均

約
7
分
）、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
て
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
傷
病
者

の
救
命
効
果
が
一
層
向
上
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。
救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
に
よ
る
応
急
手
当
て
、
救
急
隊
員
の
応
急
処
置
と
搬
送
、
医
療
機
関
で
の
処
置
と
い
う
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
が
不
可
欠
な
の
で
す
。
 



ＡＥＤが市内の幼稚園、小・中学校をはじめ、さまざまな
施設への設置が進み、より身近なものになってきています。 
このため消防署では、正しい応急手当てや心肺蘇生法をは

じめ、ＡＥＤの取り扱い方法を知っていただくために、ボラ
ンティア団体のレスキューハート・土岐と連携して救急講習
会を開催しています。 
皆さん、この機会に消防署で救急講習会を受講してみませ

んか？ 


